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さ
ら
に
「
朝
鮮
国
連
軍
は
、
現
在
で
も
朝
鮮

半
島
の
平
和
と
安
全
の
保
持
の
た
め
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
」
と
も
。

　

朝
鮮
戦
争
は
終
わ
っ
て
い
な
い
。
平
和
条
約

の
見
通
し
も
立
た
な
い
。
終
わ
っ
て
い
な
い
ば

か
り
か
日
本
も
「
参
戦
」
し
た
ま
ま
だ
し
、
立

場
が
逆
な
ら
、
敵
基
地
攻
撃
能
力
の
攻
撃
対
象

に
さ
え
な
っ
て
い
る
。
横
田
、
座
間
、
横
須
賀
、

嘉
手
納
、
普
天
間
…
…
。

横
田
基
地

　

朝
鮮
戦
争
を
通
し
て
、
横
田
基
地
か
ら
七
五

三
一
機
、
嘉
手
納
基
地
か
ら
一
万
二
七
四
六
機

の
Ｂ
29
を
主
力
と
す
る
爆
撃
機
が
出
撃
し
、
日

本
の
工
場
で
製
造
さ
れ
た
ナ
パ
ー
ム
弾
を
投
下
、

朝
鮮
半
島
北
部
の
都
市
、
町
、
村
を
焼
き
払
っ

た
と
本
書
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

　

本
書
に
は
数
十
枚
を
超
え
る
写
真
が
収
録
さ

れ
、す
べ
て
に
長
い
番
号
が
打
た
れ
て
い
る
。×

×
Ｆ
Ｈ
／
４
Ａ
×
×
…
。
Ｂ
29
の
一
回
ご
と
の

出
撃
も
特
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
米
公
文

書
館
、
米
空
軍
歴
史
研
究
機
構
（
ア
ラ
バ
マ
州

マ
ッ
ク
ス
ウ
ェ
ル
空
軍
基
地
内
）
の
所
蔵
資
料

と
公
開
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
デ
ー
タ
提
供
に
負
っ

て
い
る
の
だ
と
い
う
。
残
念
な
が
ら
日
本
の
情

報
公
開
の
本
気
度
は
。
最
近
の
基
地
周
辺
Ｐ
Ｆ

Ａ
Ｓ
地
下
水
汚
染
問
題
の
発
端
も
米
情
報
公
開

だ
っ
た
。

加
害
へ
の
加
担

　

国
際
法
違
反
の
無
差
別
攻
撃
、
民
衆
の
生
活

を
直
接
の
攻
撃
目
標
と
し
た
「
絞
殺
」
作
戦
、

「
圧
力
ポ
ン
プ
」
作
戦
、水
力
発
電
所
へ
の
爆
撃
、

灌
漑
ダ
ム
爆
撃
。

　

た
と
え
著
者
と
意
見
を
異
に
す
る
読
者
に
も
、

こ
の
事
実
の
長
い
列
の
意
味
は
圧
倒
的
だ
。
日

本
の
加
害
責
任
、「
で
き
る
限
り
の
協
力
」
に
つ

い
て
の
議
論
を
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
目
の
前
に
し
て
、
か
つ
て
が

重
な
っ
て
見
え
る
。
わ
た
し
た
ち
が
と
る
べ
き

道
は
。
議
論
を
急
ご
う
。

評
者  

菅
原
敏
夫
　
本
誌
編
集
委
員

朝
鮮
戦
争
七
〇
年

　

こ
の
七
月
二
七
日
に
朝
鮮
戦
争「
停
戦
協
定
」

締
結
七
〇
年
を
迎
え
る
。

　

外
務
省
の
Ｈ
Ｐ
を
見
る
と
現
在
も
「
横
田
飛

行
場
に
所
在
す
る
朝
鮮
国
連
軍
後
方
司
令
部
に

は
、
司
令
官
他
三
名
が
常
駐
」
と
あ
る
し
、「
朝

鮮
国
連
軍
は
、
我
が
国
内
七
か
所
の
在
日
米
軍

施
設
（
横
田
飛
行
場
、
嘉
手
納
飛
行
場
な
ど
）

を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
あ
る
。

『
朝
鮮
戦
争

無
差
別
爆
撃
の
出
撃
基
地
・
日
本
』

高
文
研
　
二
七
五
〇
円

林
　博
史 
著
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